
３) 世界エイズデーイベントの開催

12月１日の世界エイズデーのイベントとして､ 保健管理センターのツリーにシンボルであるレットリボンを

学生たちの手でかけてもらった｡ また昼休みには学生が多く集まる食堂にピアサポーターが出向き､ AIDS

関係のパンフレットやレッドリボン､ コンドームの配付などを行った｡

ピアサポーターが､ エイズに関するポスターを作成し､ エントランスホールへ掲示した｡

４) 保健管理センター通信

教員と保健管理センターとの連絡・協力体制の強化と教員の健康維持・増進を目的に, 教員全員に ｢保健

管理センター通信｣ と題して定期的にメールで情報発信し､ 特に下記の情報を学内電子掲示板に掲示した｡

６月 ｢19年度実験室等での事故発生状況｣

｢20年度学生定期健康診断の受診状況｣

｢４月～５月の学生相談｣

８月 ｢仕事のストレスのセルフチェック｣

｢６～８月の学生相談｣

１月 ｢発達障害学生の修学支援｣

｢９～12月の学生相談｣
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レッドリボンなどの配布

レッドリボンツリー

ポスターの掲示 � ポスターの掲示 �



５) 学生相談室グループセミナー

前期

第１回 大学生活における ｢自己｣ の確立

日 時：５月１日 16：30～18：00

場 所：学生センター会議室

参加学生：13名

内 容：｢同一性地位尺度｣ の実施・小グループに分かれて大学生活について討議

第２回 心理テストによる自己分析

日 時：５月22日 16：30～18：00

場 所：学生センターＧ28講義室

参加学生：31名

内 容：ＶＰＩ職業興味検査､ ＹＧ性格検査の実施

第３回 聴き上手になるために

日 時：６月12日 16：30～18：00

場 所：学生センターＧ28講義室

参加学生：15名

内 容：傾聴の基礎的実習

第４回 映画をとおして青年期の心の動きを考える

日 時：７月３日 16：30～19：00

場 所：学生センター会議室

参加学生：18名

内 容：｢17歳のカルテ｣ (James Mangold監督, 2000) の鑑賞

第５回 心理テストによる自己分析

日 時：７月17日 16：30～18：00

場 所：学生センターＧ28講義室

参加学生：20名

内 容：ＶＰＩ職業興味検査､ ＹＧ性格検査の実施

後期

第１回 大学生活における ｢自己｣ の確立

日 時：11月６日 16：30～18：00

場 所：学生センターＧ28講義室

参加学生：34名

内 容：｢同一性地位尺度｣ の実施・小グループに分かれて大学生活について討議

第２回 心理テストによる自己分析

日 時：11月20日 16：30～18：00

場 所：学生センターＧ28講義室

参加学生：56名

内 容：ＶＰＩ職業興味検査､ ＹＧ性格検査の実施

第３回 聴き上手になるために

日 時：12月13日 16：30～18：00

場 所：学生センターＧ28講義室

参加学生：13名

内 容：傾聴の基礎的実習
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第４回 映画をとおして青年期の心の動きを考える

日 時：２月４日 16：30～19：00

場 所：学生センターＧ28講義室

参加学生：17名

内 容：｢17歳のカルテ｣ (James Mangold監督, 2000) の鑑賞

６) 講義・講演 (学内)� 講義

立身政信

全学共通教育科目 ｢健康のセルフコントロールと社会参加｣ (分担)

全学共通教育科目 ｢健康スポーツＡ｣ (分担)

全学共通教育科目 ｢岩手大学論｣ (分担)

農学部専門科目 ｢農学のための倫理学｣

大学院農学研究科 ｢農業労働科学特論｣

大学院教育学研究科 ｢食生活学特論｣

早坂浩志

全学共通教育科目 ｢心の理解｣

全学共通教育科目 ｢健康のセルフコントロールと社会参加｣ (分担)

全学共通教育科目 ｢健康スポーツＡ｣ (分担)

全学共通教育科目 ｢これからの健康科学｣ (分担)

大学院人文社会科学研究科 ｢臨床心理基礎実習Ⅰ・Ⅱ｣

大学院人文社会科学研究科 ｢臨床心理面接Ⅰ｣� 講演

立身政信 ４月２日 新採用者研修

９月20日 地域連携推進センター主催釜石市民公開講座

11月22・29日 先輩いきいき健康講座

12月２日 地域連携推進センター安全衛生講演会

12月４日 衛生管理者受験準備講習会

早坂浩志 ４月２日 新採用者研修

７月２日・９日 ハラスメント相談員研修

新沼志津子 ３月19日 放射線同位元素等の取り扱い及び管理に従事する者の教育訓練
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７) ｢してほいしことＢＯＸ｣

学生の ｢声｣ を聞いて､ 学生と一緒に健康づくりについて考えることを目的とし､ 平成16年11月から､ エ

ントランスホール (学生センター棟１階) に ｢してほしいことBOX｣ を設置した｡

投書の件数は､ 平成16年度４件､ 平成17年度21件､ 平成18年度55件､ 平成19年度133件と平成20年度38件

であった｡ 平成20度からは､ 保健管理センターのホームページに紹介し､ インターネット上でも見ることが

できるようにした｡

投書の内容は健康に関するものだけではなく､ 例として示した ｢つぶやき｣ のようなものが多く､ これに

対する保健管理センタースタッフの当意即妙の回答が好評を得ているのかもしれない｡ ひとつのコミュニケー

ションツールとして､ 評価できる可能性があると考えている｡
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